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【助成金贈呈式】 

  

○日  時  

 平成 29 年 4 月 26 日（水） 10：30 ～13：00 

○場  所  

 東京第一ホテル松山 2 階 コスモゴールド 

○式 次 第 

10：30 当行代表挨拶 

10：35 助成金目録・賞状贈呈 

11：00 伊予銀行文化振興顧問団祝辞 

11：05 助成団体の活動状況紹介 

12：55 閉式挨拶 

 ○出 席 者 

    助成団体 21 先の各代表者様 

伊予銀行文化振興顧問団（今治地方文化交流会 会長 新居田大作氏ほか計 2名）様 

当行代表取締役頭取  大塚 岩男 

当行代表取締役専務  永井 一平 
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